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　今、格闘技場で戦い散っていくもの。栄誉を手に入れ自由を獲得するもの。記憶に刻もう彼らの生き方を……。
奴隷として親に売られ、市民の娯楽の道具に過ぎない。

タルタニも、戦士の一人。刀を自在に操り、敵を撃滅する。後三度勝ち続ければ、自由が手に入る。
「私は必ず勝つ、生きてこの闘技場を抜け出す」
刀を手入れし、切れ味を確かめていた。振り下ろすと、木が二つに割れた。

赤コーナーよりタルタニ選手入場です。
タルタニの名前が、闘技場でアナウンスされる。タルタニが、闘技場へ入場した。
タルタニは眼をギラギラさせた。
「今日の相手は誰だ」
青コーナーよりジェラ選手入場です
くまのぬいぐるみを抱いた男が入って来た。
男の瞳は穏やかだった。
「降伏はしないぞ」
タルタニは、刀を構える。
なんだこの男は、非常にださい。それにしても、武器はどこに。
降伏はしないぞ？何を言っている。
ジェラは、不気味に微笑む。
何の自信だ。どこから来る。ぬいぐるみに、武器を隠してるのか？
ジェラは、正面でぬいぐるみを見せた。
「来いよ」
待てよ。あのぬいぐるみを切ると爆発するとか。近づくと毒ガスが出るのかもしれないぞ。
タルタニ、なかなか手を出せません。ジェラは余裕の笑顔です。タルタニは警戒する。
あの男、ぬいぐるみだけで生き残って来た。かなりの達人と思われる。
「行こう」
「来いよ」
タルタニ、ジェラ目掛けて刀を投げた。ぬいぐるみごとジェラ選手の体を貫いた。ぬいぐるみに穴が空き、地面に血がしたたる。
「しまった……」
ジェラは、地面にうつ伏せで倒れた。
「何にせよ。近づかなければ問題ないだろう」
お見事タルタニ選手、勝ち抜けです。
後二度。たった二度勝てば救われる。

翌日、赤コーナーよりタルタニ選手入場です。
タルタニは、自由を勝ち取るためにやって来た。
「私の犠牲者は誰だ」
青コーナーよりアリ選手入場です。入場のマーチが特別バージョンで演奏される。
六億匹の蟻がわらわら来る。
虫だと……。数が六億って。よくこれで観客盛り上がれるな。
地面が、蟻で真っ黒。なんとか一網打尽にできないものか摸索する。
「俺たちゃ働き蟻だ」
見たらわかる。何を今さら。
「降伏しないのか？六億の力を見せてやる」
「羊の群れか」
そもそも羊じゃねえな。待て蟻って話すの。よく見ると、でかい蟻一匹だけがしゃべっている。
「六億を見て怖気づいたか？一匹二匹殺してみるかうひひひ」
「たかが蟻だろ」
刀の一太刀ででかい蟻を潰した。
「女王さまー」
六億の蟻が散開し、逃亡した。
さすがタルタニ選手、勝ち抜けです。
「後一度で、私は自由なんだ」
そう思うと、嬉しくなった。

　週末、赤コーナーよりタルタニ選手入場です。
タルタニは、最後の戦いにやって来た。
「勝てば自由だ」
青コーナーより、チキュウ選手の入場です。
は？チキュウ？誰も来ねえぞ。
「おい、どこだチキュウ？」
「馬鹿野郎、足元全部だよ」
地面が崩れ、タルタニは穴に吸い込まれた。
岩肌に刀を突き立て、踏ん張る。
「相手の規模がでかすぎる」
「馬鹿野郎、頭冷やせ」
タルタニの頭上へ、地下水を浴びせた。
「つめてえ」
チキュウ強すぎる。チキュウ？地球のことか。こんな巨大な敵どうやって倒せば。地球の弱点……。必ずあるはずだ。
「馬鹿野郎、握ってろ」
振動の波が来る。刀を必死で握り、転落を防ぐ。
タルタニ、苦悶の表情。もう時間の問題か。
「そうかわかった」
タルタニは、刀を壁から抜く。高速で落ち始めた。
タルタニ、ついに力尽きたか……。
このまま落ちれば、全身粉々だろうな。
刀を真下に構え、足で挟んだ。
要するに脳天割りだよ。
タルタニは、地球のマントルに刀を突き立てた。
「助かった。溶岩じゃなかった」
「馬鹿野郎、全部が全部溶岩じゃねえ」
タルタニの足元から、砂が盛り上がる。押し出され、地上に少しずつ戻っていく。
タルタニ選手、初めて地球に勝ちました。あなたは自由です。おめでとう。
「私は自由だ。外の空気が吸える」
タルタニ選手、紫コーナーが出口になります。
タルタニは、紫コーナーを進み、闘技場の出口を抜けた。
もし、地球が本気を出して、溶岩を準備していたら。
タルタニは、地球に感謝した。
「地球よありがとう」



完
